
●●途に国の衛生改善･被災者や鼎民政硬、

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢

津
）
が
今
年
、
設
立
二
十
年
を
迎
え
た
。
災
害
時
の
緊
急
救
援

や
途
上
国
の
衛
生
改
善
な
ど
約
五
十
カ
国
で
活
動
す
る
傍
ら
、

地
域
に
国
際
貢
献
の
大
切
さ
を
根
付
か
せ
て
き
た
。
国
際
紛
争

に
伴
う
活
動
が
増
え
る
中
、
文
化
や
宗
教
観
だ
け
で
な
く
、
政

治
的
背
景
も
理
解
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
大
雨
に
よ
る
大
洪
水
が
起
エ
ク
ト
を
統
括
す
る
調
整
員
る
被
災
者
救
援
（
一
九
九

こ
り
、
。
百
八
十
人
を
超
す
死
が
医
師
ら
と
連
携
し
、
巡
回
二
年
）
を
は
じ
め
、
大
地
震

者
、
十
五
万
軒
以
上
の
住
宅
診
療
や
医
薬
品
の
配
布
な
ど
や
洪
水
、
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害

被
害
が
発
生
１
．
　
　
　
　
で
被
災
民
を
支
援
し
た
。
　
に
見
舞
わ
れ
た
ト
ル
コ
、
べ

　
今
年
七
月
、
大
水
害
に
見
　
災
害
発
生
時
の
緊
急
救
援
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
に

舞
わ
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
発
足
時
か
ら
救
援
チ
ー
ム
を
送
っ
て
き

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
緊
急
救
援
の
活
動
の
柱
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
た
。

活
動
を
展
開
し
た
。
プ
ロ
ジ
　
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
に
よ
　
ソ
マ
リ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
の

　　　　ＡＭＤＡの主な歩み

1984年８月　ＡＭＤＡ（アジア医師達

　　　　　　絡協議会）設立

1993年７月　国際貢献トピア岡山構想

　　　　　　を推進する会設立

1995年１月　阪神大震災緊急救援プロ

　　　　　　ジェクト開始

　　　８月　国連ＮＧＯ認定▽サハリ

　　　　　　ン北部地震被災者救援の

　　　　　　ため岡山空港から物資を

　　　　　　空輸

　　　８月　岡山県匹木記念助成金を

　　　　　　受ける

1996年１月　山陽新聞賞受寅

　　　２月　中国雲南雀の地震被災者

　　　　　　に救援物資を空輪

2001年２月　インド西剖大地震被災者

　　　　　　に救援物資を空輸

　　　８月　菅波茂代表が岡山県匹木

　　　　　　記念賞受賞▽同県より

　　　　　　　「特定非営禾|」活動法人」

　　　　　　の飽証を受ける

2003年２月　スリランカ医療和平プロ

　　　　　　ジェクト開始

難
民
救
援
や
、
米
中
枢
同
時
む
な
ど
、
紛
争
地
で
も
行
動

テ
ロ
（
二
〇
〇
一
年
）
に
対
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
報
復
　
　
８
　
　
く

攻
撃
の
際
も
医
療
チ
ー
ム
を
　
　
２

支
部
カ
活
動

派
遣
。
イ
ラ
ク
戦
争
時
（
二
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年

○
○
三
年
）
に
は
難
民
へ
の
八
月
、
岡
山
市
の
開
業
医
・

医
療
支
援
を
目
的
に
隣
国
イ
菅
波
茂
代
表
（
否
）
が
、
ア
ジ

ラ
ン
ヘ
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込
ア
で
の
医
療
救
援
活
動
を
目

ス
リ
ラ
ン
カ
医
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
巡
回
診
療
に
取

り
組
む
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
（
左
）
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

｢医療和平｣掲げ人材育成急ぐ
的
に
「
ア
ジ
ア
医
師
運
絡
協
す
。

議
会
」
と
し
て
設
立
。
活
動
　
　
リ
　
　
’
ｘ

エ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
の
枠
を
超
　
役
害
増
す
ぱ
力
り

え
、
発
展
途
上
国
で
の
医
療
　
　
「
岡
山
発
の
国
際
貢
献
」

環
境
整
備
や
地
域
開
発
な
ど
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
キ
ー
ワ
ー

中
・
長
期
的
な
支
援
も
実
施
。
ド
。
岡
山
空
港
か
ら
は
地
震

九
五
年
に
は
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
な
ど
で
サ
ハ
リ
ン
、
中

　
（
非
政
府
組
織
）
に
認
定
さ
国
、
イ
ン
ド
ヘ
計
三
回
、
救

れ
、
現
在
、
世
界
二
十
八
支
援
機
を
飛
ば
し
、
岡
山
を
舞

部
が
十
四
力
国
で
プ
ロ
ジ
エ
台
に
し
た
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
　
　
ト
」
や
、
国
際
貢
献
都
市
構

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
は
「
医
想
の
呼
び
か
け
に
も
尽
力
。

療
和
平
」
を
提
唱
。
紛
争
地
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
都

で
敵
対
す
る
双
方
に
医
療
支
道
府
県
で
は
全
国
初
の
「
国

援
を
行
う
こ
と
で
停
戦
を
促
際
貢
献
活
動
推
進
条
例
」
施

し
、
和
平
に
つ
な
げ
る
試
み
行
（
今
年
四
月
）
な
ど
に
も

で
今
後
の
中
心
事
業
の
Ｉ
つ
つ
な
が
っ
た
。

に
位
置
付
け
る
。
　
　
　
　
　
自
然
災
害
に
加
え
て
国
際

　
ス
リ
ラ
ン
カ
で
発
行
す
る
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
に
よ
る
人

’
「
健
康
新
聞
」
も
そ
の
一
環
。
的
災
害
は
絶
え
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

多
民
族
に
対
応
し
て
英
語
、
の
役
割
は
増
す
ば
か
り
。
宗

シ
ン
ハ
ラ
語
、
タ
ミ
ル
語
で
教
観
や
生
活
文
化
様
式
、
さ

衛
生
環
境
の
改
善
や
感
染
症
ら
に
国
際
情
勢
な
ど
も
理
解

の
予
防
法
、
政
府
関
係
者
か
し
た
ス
タ
ッ
フ
ら
の
確
保
が

ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る

を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
中
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
公
設
国

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
民
族
紛
争
際
貢
献
大
学
校
」
　
（
岡
山
県

が
約
二
十
年
続
き
、
「
身
近
哲
多
町
」
な
ど
を
通
じ
た
人

な
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
材
育
成
を
急
ぐ
。

で
互
い
の
恐
怖
心
を
弱
め
、
　
菅
波
代
表
は
「
国
際
機
関

相
手
も
自
分
と
同
じ
国
の
や
行
政
、
企
業
、
大
学
と
の

人
と
い
う
意
識
改
革
を
促
し
連
携
も
進
め
、
組
織
強
化
を

た
い
」
と
、
調
整
員
と
し
て
図
り
な
が
ら
日
本
や
世
界
の

　
一
年
間
活
動
し
た
富
田
彩
利
益
に
な
る
活
動
を
続
け
た

香
さ
ん
ミ
ル
）
は
狙
い
を
話
い
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。
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